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第 １ 条 （目的）

本特記仕様書は、「あかね地区下水処理場等維持管理業務」のうち、「あかね浄化セン

ター（汚水流入後）」について必要な事項を定めたものである。

第 ２ 条 （業務期間および履行場所、施設概要）

業務期間は令和8年10月1日から令和9年3月31日とする。ただし、あかね浄化センター

への汚水流入切替え時期に応じて業務期間を変更するものとする。

本業務の履行場所および施設の概要を表-１に示す。

表-１

：三戸郡南部町大字福田地内

：分流式

：オキシデーションディッチ法

：（日最大）　416㎥/日

：

：

：令和8年10月1日（予定）

※主要機器は表-４の通り

第 ３ 条 （業務の適用範囲）

本業務の適用範囲は、第２条に記載された施設およびその付帯設備について、次の各号

のとおりとする。

１．機器、設備の運転操作および計測業務

２．機器、設備の保守点検、調整および整備業務

３．水質管理業務

４．異常時および緊急時の対応

５．屋内外清掃業務（除草を含む）

６．記録、保存および報告業務

第 ４ 条 （業務実施計画書）

乙は、業務実施計画書を作成し、それを遵守して業務を履行しなければならない。

業務実施計画書の記載事項は次のとおりとする。

（１）業務の概要

下水道施設の重要性に鑑み、その目的を達成するための委託業務における管理思

想、業務毎の基本方針およびその概要について、委託業務に対する姿勢が把握でき

るよう記載すること。

（２）現場組織表

運転管理業務を遂行する上で必要な組織および体制について、現場組織、業務分

担、緊急時体制、その他業務の履行に要する組織、体制を、その目的と系統および

分担等が明確に把握できるよう記載すること。

（３）業務計画

安定して処理するするための運転計画や設備点検、水質試験等について、年間を

通じて各業務計画が把握できるよう記載すること。

（４）業務の実施方法

処理施設等を安定的に維持運営していくための運転指標や各施設の運転方法およ

び要点、設備点検の内容・頻度・点検要領、水質試験の内容・頻度、設備機器毎の

点検内容・点検頻度・点検要領、清掃の内容・清掃頻度・清掃要領、物品の管理方

法、要領その他の必要な事項について、具体的に記載すること。

（５）安全管理

事故、災害等を未然に防止し、安全に委託業務を履行するための安全衛生管理に

係る作業基準、安全衛生に関する計画および組織体制について、基準要領、計画等

を具体的に記載すること。

２ 業務実施計画書はＡ４サイズに統一した書式とすること。

所 在 地

処理方式

処理能力

流入水質

放流水質

流入方式

供用開始

あかね浄化センター



第 ５ 条 （月間業務実施計画書・報告書）

乙は、業務を遂行するにあたり実施前月の末までに（業務開始月は別途協議）業務実施

計画書を、実施翌月１０日までに業務実施報告書を提出しなければならない。

業務実施計画書の記載事項は次のとおりとする。

①業務名称

②年度および該当月

③事業所名

④日毎に計画した事項および内容

⑤運転管理計画、保守点検計画、水質試験計画等の業務計画

⑥備考

⑦その他必要な事項

２ 月間業務実施報告書は、上記、月間業務実施計画書に記載した内容について、その実績

が明らかになるようにし、総合所見を添付して提出すること。

第 ６ 条 （巡回点検業務）

本業務の巡回点検要領は次の各号の通りとする。

１．点検は毎週２回以上の巡回点検とする.

２．業務総括責任者は定期的に巡回点検に同行し、従事者を監督、指導するとともに、

毎月２回以上、甲と処理施設等の運転方針について協議しなければならない。

業務内容は本業務｢仕様書｣第６条（委託業務の内容）に準じて実施するものとする。

３．作業時間は通常の場合、午前８：３０から午後５：３０時までの間とする。

ただし、処理施設等の運転状況により指定時間外の点検が必要な場合、異常時およ

び緊急時はこの限りではない。

４．巡回点検において処理場等に異常が認められた場合は適切に対処し、必要と認めら

れた場合は甲へ報告するものとする。　

５．報告書等の提出方法は、甲・乙協議のうえ決定するものとする。

第 ７ 条 （提出書類）

乙は、本業務において下記の書類を作成し、提出するものとする。

表-２

２ 上記書類の提出期限は監督員と協議の上決定する。

○

業務実施計画書（月･年） ○

名　　　称

必要時

必要時

業務実施報告書（月･年）

必要時

○

必要時

定 期 自 主 点 検 記 録

○

○

記録

支 給 品 使 用 報 告 書

故 障 報 告 書

必要時

必要時

事 故 報 告 書

作 業 報 告 書

○

○

○

報告

○

-

○

○

○

点 検 管 理 日 報

○

打 合 せ 記 録

運 転 管 理 月 報

○

○

○

水 質 検 査 報 告 書 ○

○

運 転 管 理 年 報

臨 時 点 検 記 録

簡 易 修 繕 記 録

○

○

○



第 ８ 条 （水質試験業務）

水質試験は次のとおりとする。

１．日常試験の測定項目は表-３のとおりとする。ただし、水質維持のため追加で試験

が必要な場合は随時測定項目に追加する。

日常試験の採水場所と測定項目 表-３

２ 定期試験、精密試験の項目、採水場所、回数は表-５の通りとする。

３ 本条第２項の試験は、計量証明事業所に検査を依頼し、計量証明書を水質検査報告書に

添付して甲に提出するものとする。

４ 採水地点は監督員と協議の上決定するものとする。

５ 日常試験は、水質測定器具または簡易水質試験により測定するものとする。

６ 日常試験の水質試験結果は、記録し点検管理月報にまとめ甲に提出するものとする。

第 ９ 条 （甲、乙の業務範囲および経費の負担）

甲、乙の業務範囲の分担は表-６の通りとする。

２ 上記以外の経費の負担は、甲、乙協議のうえ決定するものとする。

第１０条 （貸与品類の台帳）

乙は、甲から借り受けた貸与品について、次の事項を記載した台帳を作成し、貸与状況

を明確にしなければならない。

（１）タイトル

（２）整理番号、貸与年月日、返却年月日

（３）借用者名、数量

（４）借用者名、期間、借用者印

第１１条 （業務完了検査）

乙は、当該月、当該年度終了時、甲の業務完了検査を受けなければならない。

２ 月間業務完了検査

乙は、毎月、当月の業務実施報告書を翌月の１０日までに提出し、甲は提出された月

間業務実施報告書を月間業務実施計画書と照合確認を行う。

３ 年間業務完了検査

乙は、甲と協議して決定した日までに年間業務完了報告書を提出し、甲は年間業務計画

書と照合確認を行う。

４ 甲は、乙から提出された完了報告書について、不適当と判断された場合は再提出を求め

ることが出来るものとする。
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設置機器一覧表
表-４

No. 機器名称 形式 仕様 数量

1 汚水ポンプ 吸込スクリュー付水中汚泥ポンプ 0.6㎥/min×11m×φ80　3.7kw 2

2 し渣カゴ 定置式SUS製 約0.1㎥ 2

3 スカムカゴ 定置式SUS製 約0.1㎥ 1

4 汚水ポンプ搬出入装置 ギャードトロリ付手動チェーンブロック 0.5ton×2m 1

5 スクリーンユニット 脱水機構付スクリーン 0.74㎥/min以上　目巾5ｍｍ 1

6 エアレーション装置 低圧損メンブレン 20枚/組・セット 3

7 ディッチ水流発生装置 縦軸型 羽径φ1100　2.2kw 2

8 曝気ブロワ ルーツブロワ 8.4㎥/min×33.6kPa　11kw 2

9 流出可動堰 鋳鉄製手動式可動堰 1500W×200ST 1

10 流出ゲート 手動外ねじ鋳鉄製丸形ゲート φ200 2

11 最終沈殿池搔寄機 中央駆動懸垂形 φ6000×水深3.5ｍ　0.4kw 2

12 返送汚泥ポンプ 吸込スクリュー付汚泥ポンプ 0.3㎥/min×3m×∅80　0.75kw 2

13 余剰汚泥ポンプ 水中汚泥ポンプ 0.3㎥/min×12m×∅80　3.7kw 2

14 汚泥ポンプ室床排水ポンプ 水中汚水汚物ポンプ 0.3㎥/min×6m×∅65　1.5kw 2

15 スカム移送ポンプ 水中汚水ポンプ 0.4㎥/min×6m×∅80　1.5kw 2

16 バイパスゲート 鋳鉄製手動ゲート 200W×200H 1

17 固形塩素接触装置 水路設置型 充填量20ｋｇ 1

18 雑用水ポンプ 水中用水ポンプ 0.29㎥/min×25m×∅65　3.7kw 2

19 雑用水ストレーナ オートストレーナ 0.29㎥/min　0.4kw 1

20 圧力タンク 鋼板製 1.2㎥ 1

21 上水給水ユニット 受水槽付給水ユニット 0.1㎥/min×14m×∅32　0.6kw 1

22 汚泥脱水機 多量板型スクリュプレス脱水機 7ｋｇ-DS/ｈ本×2本　2.2kw 1

23 無機凝集剤貯留タンク PE製円筒槽 最大貯留量0.3㎥ 1

24 脱水ケーキ貯留コンテナ アームロール車用コンテナ 容量2㎥ 1

25 脱水機吊上機 ギャードトロリ付手動チェーンブロック 3.0ｔ×11.5ｍ 1

26 脱臭ファン FRP製片吸込ターボファン 10㎥/min　1.5kw 1

27 脱臭装置 活性炭吸着塔 10㎥/min 1

28 脱臭切替弁 樹脂製電動ダンパ φ200 2

29 汚泥引抜弁 電動偏芯構造弁 φ150　0.2kw 2

32 雑用水ポンプ吊上機 ギャードトロリ付手動チェーンブロック 5.0ｔ×2ｍ 1

30 脱水機室床排水ポンプ 水中汚水汚物ポンプ 0.3㎥/min×6m×φ65　1.5kw 2

31 脱水分離液受槽 鋼板製角型槽 最大貯留量0.5㎥ 1



年間水質試験
表-５
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ＢＯＤ

ＣＯＤ

ＳＳ

ノルマルヘキサン抽出物質

大腸菌群数

全窒素

アンモニア性窒素

亜硝酸性窒素

硝酸性窒素

全リン

フェノール類

銅及びその化合物

亜鉛及びその化合物

溶解性鉄

溶解性マンガン

総クロム

フッ素及びその化合物

カドミウム及びその化合物

シアン化合物

有機リン化合物

鉛及びその化合物

六価クロム化合物

砒素及びその化合物

総水銀

アルキル水銀化合物

ＰＣＢ

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素
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1,1-ジクロロエチレン

シス1,2-ジクロロエチレン
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表-６

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

○ △施設見学の対応

○潤滑油脂類（オイル、グリス等）

○

軽微な修繕、部品交換

○

上記受託者業務の記録及び報告

水質検査に関する業務（外注）

○水質測定器具（水質試験器具、試薬等）

○点検車両および燃料

○

その他乙が維持管理で使用する物品 ○

事務用品（机・パソコン・複写機等） ○

清掃用具（モップ、デッキブラシ、箒、雑巾等） ○

被服・履物類及び衛生用品（石鹸・消毒液・救急用薬品） ○

委託業務の管理監督 ○

薬品（滅菌剤、脱臭剤、活性炭等）の管理

○

水道・光熱費（電気、水道、ガス、燃料等）等の管理 ○

通信費（電話、警報装置等）の管理

施設管理 ○

本委託以外の発注業務 ○

業務範囲及び業務分担　

項　　　　　　　　目
業務分担

町 受託者

国、県への報告

汚泥処分

○

受託者の業務範囲に掛からない業務及び費用

○

○

○

○

保険の加入

消防設備

リスク管理

○

警備保障

○

機器類の整備に関する業務の管理 ○

○

○

○

住民対応

○

○

水処理施設の運転操作、保守点検

○

○

植栽の管理

情報装置の操作、保守点検

備品（玄関マット・スリッパ類）の整備

浄化センターの外観巡視点検


